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日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
が

ん
に
罹り

か
ん患
す
る
と
言
わ
れ
、
男

性
の
４
人
に
１
人
、
女
性
の
８

人
に
１
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ

て
い
る
。
一
方
で
、
国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
が

ん
患
者
の
５
年
後
の
生
存
率

（
５
年
相
対
生
存
率
）は
３
年
前

に
比
べ
て
３
・
５
㌽
向
上
し
、

62
・
１
％
と
な
っ
た
。

そ
の
一
因
に
は
早
期
発
見
が

あ
る
。
山
梨
大
で
は
、慶
応
大
、

東
京
医
科
大
な
ど
と
共
同
で
、

唾
液
に
含
ま
れ
る
成
分
で
が
ん

を
発
見
す
る
新
し
い
検
査
方
法

を
研
究
中
だ
。
唾
液
を
採
取
す

る
だ
け
の
簡
便
な
検
査
で
、
す

い
臓
が
ん
や
乳
が
ん
を
発
見
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
、
実
用
化

県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
で
こ
の
ほ
ど
、
講
座
「
現
場
か

ら
見
る
医
療
」
が
開
か
れ
、
山
梨
大
医
学
部
付
属
病
院
臨
床
教

育
セ
ン
タ
ー
長
の
板
倉
淳
教
授
が
「
が
ん
治
療
の
最
前
線
」
と

題
し
て
講
演
し
た
。

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

が
ん
の
治
療
法
も
日
々
、
進

歩
し
て
い
る
。
現
在
、
行
わ
れ

て
い
る
主
な
治
療
は
手
術
、
化

学
療
法
、
放
射
線
療
法
だ
が
、

免
疫
療
法
、
遺
伝
子
治
療
の
研

究
も
進
ん
で
い
る
。
治
療
は
原

則
的
に
、
が
ん
の
大
き
さ
と
、

リ
ン
パ
節
や
他
の
臓
器
へ
の
転

移
の
有
無
な
ど
、
が
ん
の
進
行

度
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
る
。
ス

テ
ー
ジ
０
～
２
の
早
期
が
ん
に

は
主
に
局
所
治
療
が
行
わ
れ
、

ス
テ
ー
ジ
３
、４
の
進
行
が
ん

に
は
、
局
所
治
療
に
加
え
、
抗

が
ん
剤
や
免
疫
治
療
、
緩
和
ケ

ア
な
ど
複
数
の
治
療
を
組
み
合

わ
せ
る
。

局
所
治
療
の
代
表
で
あ
る
手

術
は
、
早
期
が
ん
に
は
、
内
視

鏡
で
の
切
除
や
傷
口
が
小
さ
く

体
へ
の
負
担
が
少
な
い
腹ふ

く
く
う
き
ょ
う

腔
鏡

手
術
が
適
用
さ
れ
る
。
ま
た
近

年
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を
操
作

し
て
手
術
を
行
う
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
手
術
も
導
入
が
試
み
ら
れ
て

い
る
。
人
間
の
手
よ
り
も
可
動

範
囲
が
広
く
、
手
ぶ
れ
し
な
い

上
、
視
力
と
視
野
を
補
っ
て
く

れ
る
た
め
、
精
度
と
安
全
性
が

高
い
。

放
射
線
療
法
は
体
に
負
担
の

少
な
い
局
所
治
療
だ
。
が
ん
は

細
胞
の
遺
伝
子
の
異
常
が
積
み

重
な
る
こ
と
で
生
じ
る
病
気

だ
が
、
放
射
線
は
が
ん
細
胞

の
遺
伝
子
に
直
接
作
用
し
、
細

胞
が
分
裂
し
て
数
を
増
加
す
る

能
力
を
な
く
し
た
り
、
細
胞
が

自
ら
死
ん
で
い
く
現
象
（
ア
ポ

ト
ー
シ
ス
）
を
増
強
し
た
り
し

て
が
ん
細
胞
を
死
滅
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
が
ん
を
縮
小
す

る
。
近
年
、
注
目
さ
れ
て
い
る

重
粒
子
線
や
陽
子
線
、
サ
イ
バ

ー
ナ
イ
フ
も
同
療
法
に
含
ま
れ

る
が
、
が
ん
細
胞
が
あ
る
部
分

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
、
周
辺
の
正
常
な

細
胞
を
傷
付
け
に
く
い
こ
と
か

ら
、副
作
用
が
少
な
く
て
済
む
。

免
疫
治
療
は
体
が
本
来
持
っ

て
い
る
免
疫
力
を
利
用
し
た
も

の
で
、
が
ん
を
攻
撃
す
る
ナ
チ

ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
（
Ｎ
Ｋ
細

胞
）
を
患
者
の
体
か
ら
取
り
出

し
、
体
外
で
増
や
し
て
患
者
に

戻
す
治
療
な
ど
が
あ
る
。た
だ
、

免
疫
が
過
剰
に
な
る
と
ア
レ
ル

ギ
ー
な
ど
他
の
病
気
が
出
て
く

る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、
が
ん

細
胞
自
体
が
Ｎ
Ｋ
細
胞
の
働
き

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
物
質
を

出
す
た
め
、
効
果
が
出
に
く
い

側
面
も
あ
る
。
し
か
し
近
年
、

そ
の
働
き
を
抑
え
る
薬
が
開
発

さ
れ
た
。
有
望
な
治
療
法
と
し

て
、
期
待
さ
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
新
し
い
治
療
法
に

遺
伝
子
治
療
が
あ
る
。
遺
伝
子

治
療
は
最
先
端
の
が
ん
治
療

だ
。
正
常
な
遺
伝
子
を
無
害
な

ウ
イ
ル
ス
に
組
み
込
ん
で
体
内

に
導
入
し
、
が
ん
細
胞
に
感
染

さ
せ
て
が
ん
化
を
止
め
る
治
療

法
で
、
が
ん
以
外
に
も
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
治

療
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

病
院
が
請
求
す
る
医
療
費
が
正

し
い
か
ど
う
か
を
審
査
し
、
診
療

報
酬
を
支
払
う
厚
生
労
働
省
所
管

の
特
別
民
間
法
人
「
社
会
保
険
診

療
報
酬
支
払
基
金
」
山
梨
支
部
の

医
療
顧
問
を
務
め
る
飯
田
龍
一
さ

ん（
76
）は
、
甲
府
市
城
東
の
自
宅

か
ら
20
分
ほ
ど
か
け
て
約
２
㌔
を

徒
歩
で
通
勤
し
て
い
る
と
い
う
。

猛
暑
が
続
く
日
も
「
暑
さ
に
注
意

し
な
が
ら
」
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
羽
織

り
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
歩
い
て
い

る
。「
学
生
の
時
に
経
験
し
た
剣

道
の
稽
古
を
思
え
ば
、
こ
れ
く
ら

い
の
暑
さ
は
大
丈
夫
」
と
涼
し
い

顔
を
し
て
い
る
が
、
寒
さ
に
は
弱

く
「
冬
は
コ
ー
ト
に
マ
フ
ラ
ー
、

手
袋
と
、
防
寒
を
完
璧
に
し
て
い

て
も
、
鞄か

ば
ん

を
持
っ
た
手
が
か
じ
か

ん
で
し
ま
う
」
と
は
に
か
ん
だ
。

中
学
１
年
か
ら
始
め
た
剣
道
は

週
３
回
の
稽
古
で
、
中
学
３
年
で

初
段
に
、
高
校
２
年
で
は
３
段
の

腕
前
に
ま
で
上
達
。
恩
師
に
つ
い

て
武
者
修
行
し
た
こ
と
や
、
全
日

本
剣
道
選
手
権
大
会
で
の
エ
キ
シ

1959年東京都生まれ。山梨医科大卒。
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ビ
シ
ョ
ン
な
ど
出
演
し
た
こ
と
は

懐
か
し
い
思
い
出
だ
。
大
学
進
学

後
は
「
さ
ぼ
り
気
味
だ
っ
た
」
と

い
う
が
、
剣
道
部
が
立
ち
上
が
る

と
部
員
を
初
段
に
導
き
、
東
日
本

医
科
学
生
総
合
体
育
大
会
で
は
団

体
優
勝
に
も
輝
い
た
。「
体
重
も

身
長
も
関
係
な
く
、
動
い
て
い
る

人
間
が
相
手
の
格
闘
技
。
道
具
の

点
検
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
れ

ば
、
け
が
の
心
配
も
ほ
と
ん
ど
な

い
。そ
こ
が
魅
力
」と
い
う
が
、「
得

意
技
は
？
」
の
問
い
に
「
面
を
取

っ
て
こ
そ
剣
道
。
飛
び
込
み
胴
は

自
慢
に
は
な
ら
な
い
」
と
謙
遜
し

た
。「剣

道
は
我
が
人
生
に
と
っ
て

大
切
な
も
の
」
だ
っ
た
と
語
る
飯

田
さ
ん
。
最
近
は
全
く
竹
刀
を
手

に
し
て
い
な
い
と
い
う
が
、
毎
年

11
月
の
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会

は
欠
か
さ
ず
テ
レ
ビ
で
観
戦
し
て

い
る
。「
強
い
選
手
は
本
当
に
隙

が
な
く
素
晴
ら
し
い
」
と
い
う
。

食
事
で
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

愛
妻
弁
当
を
持
参
し
て
い
る
。
２

段
重
ね
の
手
の
ひ
ら
に
乗
る
弁
当

を
見
て
、
同
僚
ら
か
ら
は
「
こ
ん

な
に
小
さ
く
て
足
り
る
の
で
す

か
」
と
質
問
さ
れ
る
こ
と
が
多
々

あ
る
。「
男
性
の
割
に
は
量
が
少

な
い
は
ず
だ
が
、
な
か
な
か
体
重

が
落
ち
な
い
」
と
笑
っ
た
。

○
…
「
自じ

ね
ん
い
ん
し
ゃ
く
ど
う
ら
く

然
院
釋
道
楽
」

―

。十
一
屋（
甲
府
市
）社
長
・

野
口
忠
蔵
さ
ん（
91
）が
浄
土

真
宗
の
東
本
願
寺
か
ら
生
前

に
授
か
っ
た

法
名
だ
。
自

ら
の
希
望

で
「
道
楽
」
の
文
字
を
入
れ

て
も
ら
っ
た
。
若
い
頃
は
相

当
な
遊
び
人
の
旦
那
衆
だ
っ

た
よ
う
だ
。
自
ら
の
人
生
を

「
放ほ

う
と
う蕩
限
り
な
き
人
生
」
と

振
り
返
る
。

○
…
野
口
家
は
全
国
を
股

に
掛
け
た
近
江
商
人
。
初
代

忠
蔵
は
宝
永
元（
１
７
０
４
）

年
に
甲
州
を
訪
れ「
十
一
屋
」

の
屋
号
で
米
穀
商
を
営
み
、

そ
の
後
、
酒
、
醤し

ょ
う
ゆ油
の
醸
造

業
を
始
め
た
。「
忠
蔵
」
の

名
は
代
々
襲
名
。
７
代
目
の

忠
蔵
さ
ん
は
立
命
館
大
卒
業

後
、
26
歳
で
本
拠
地
・
滋
賀

か
ら
山
梨
の
地
に
。
以
来
65

年
間
山
梨
で
暮
ら
し
、
今
で

は
甲
州
弁
も
飛
び
出
す
。

○
…
「
山
梨
で
出
会
っ
て

一
番
思
い
出
深
い
人
物
は
」

と
尋
ね
る
と「
ほ
う
さ
ね
ぇ
、

時
に
人
あ
り
」
と
少
し
間
を

お
い
て
、「
そ
り
ゃ
あ
、
金
丸

信
先
生
だ
よ
」。
親お

や
じ父
と
し

て
尊
敬
す
る
金
丸
さ
ん
か
ら

は
約
30
年
前
、「
家
業
の
造
り

酒
屋
も
将
来
的
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ぁ
」
と
助
言
を
受
け

た
と
い
う
。「
あ
と
一
人
挙

げ
る
と
す
れ
ば
テ
レ
ビ
山
梨

の
前
社
長
・
中
山
典
村
さ
ん

だ
ね
ぇ
」。
友
人
と
し
て
親

し
く
お
付
き
合
い
を
し
て
も

ら
っ
た
と
い
い
、「
信
念
の
あ

る
立
派
な
方
だ
っ
た
。
山
梨

で
築
い
た
人
脈
は
中
山
さ
ん

の
お
か
げ
」
と
述
懐
す
る
。

○
…
大
の
相
撲
好
き
。
10

歳
の
こ
ろ
か
ら
大
相
撲
が

始
ま
る
と
ラ
ジ
オ
に
し
が
み

つ
い
て
い
た
。
玉
錦
や
鏡
里

な
ど
往
年
の
関
取
の
名
前
や

決
ま
り
手
が
ポ
ン
ポ
ン
と
飛

び
出
す
。
記

憶
力
は
抜
群

だ
。

○
…
道
楽
ざ
ん
ま
い
、
遊

び
続
け
て
90
年
。
歳と

し

を
重
ね

る
に
つ
れ
、
勝
手
気
ま
ま
に

生
き
て
き
た
こ
と
に
親
兄

弟
、
そ
し
て
子
供
へ
の
反
省

の
思
い
も
よ
ぎ
る
が
、「
あ
の

世
で
閻え

ん
ま魔
大
王
に
お
目
に
か

か
れ
た
ら
ゴ
ル
フ
で
も
し
て

み
る
か
」
と
遊
び
心
は
ど
う

や
ら
尽
き
な
い
よ
う
だ
。

県
が
富
士
山
登
山
者
か
ら
任

意
で
集
め
て
い
る
「
富
士
山
保

全
協
力
金
」（
１
人
１
０
０
０

円
）
が
７
月
１
日
～
８
月
14
日

ま
で
の
間
に
６
１
３
２
万
４
２

５
０
円
集
ま
り
、
前
年
同
期
比

約
40
％
増
と
な
っ
た
。
天
候
が

良
か
っ
た
こ
と
で
登
山
者
が
増

加
し
た
こ
と
に
加
え
、
協
力

金
の
使
い
道
の
周
知
徹
底
が
受

け
入
れ
ら
れ
た
と
み
ら
れ
て
い

る
。県

に
よ
る
と
、
協
力
金
の
受

け
付
け
は
５
合
目
総
合
管
理
セ

ン
タ
ー
前
の
ほ
か
、
６
合
目
安

全
指
導
セ
ン
タ
ー
付
近
、
県
立

富
士
北
麓
駐
車
場
に
設
け
た
。

こ
の
う
ち
、
今
年
は
５
合
目
の

「
協
力
金
支
払
場
所
」
を
昨
年

ま
で
の
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
同
セ

ン
タ
ー
前
に
移
し
、
誘
導
路
を

設
け
登
山
者
に
分
か
り
や
す
く

し
た
こ
と
や
、
協
力
金
を
納
め

た
登
山
者
に
今
年
か
ら
贈
っ
て

い
る
木
札
、
県
内
61
カ
所
の
温

泉
施
設
の
割
引
券
な
ど
特
典
を

付
け
た
こ
と
が
好
評
を
得
た
要

因
と
い
う
。

７
月
１
日
～
８
月
14
日
ま
で

の
受
け
付
け
は
６
万
２
４
０
７

人
と
昨
年
と
比
べ
約
１
万
７
０

０
０
人
増
加
し
て
い
る
。

県
は
協
力
率
（
山
梨
側
で
協

力
金
を
支
払
う
登
山
者
の
割

合
）
を
今
季
は
70
％
に
ま
で
上

げ
る
目
標
を
立
て
て
い
る
。
協

力
金
は
、
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置

費
用
、
８
合
目
以
上
に
配
置
し

て
い
る
安
全
誘
導
員
や
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
運

営
費
、
ま
た
噴
火
対
策
と
し
て

山
小
屋
の
窓
ガ
ラ
ス
に
貼
る
飛

散
防
止
フ
ィ
ル
ム
の
費
用
な
ど

に
充
て
る
。
一
方
、
６
月
１
日

～
８
月
14
日
ま
で
の
事
前
受
け

付
け
の
状
況
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
支
払
い
が
79
人
（
７
万

９
０
０
０
円
）、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
支
払
い
が
１
１
５

人（
11
万
５
０
０
０
円
）、昨
年
、

６
月
１
日
か
ら
８
月
11
日
ま
で

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
支
払

い
は
１
０
５
人
（
10
万
５
０
０

０
円
）、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
支
払
い
は
２
５
０
人
（
25

万
円
）だ
っ
た
。

制
す
る
も
、
そ
の
裏
、
ラ
ウ
ン

ダ
ー
ス
が
す
か
さ
ず
２
点
を
入

れ
同
点
に
追
い
つ
き
、
両
チ
ー

ム
譲
ら
な
い
打
撃
戦
に
。
最
終

回
７
回
ま
で
に
共
に
８
点
を
奪

い
延
長
８
回
、
向
原
が
５
点
を

追
加
し
、
粘
る
ラ
ウ
ン
ダ
ー
ス

を
振
り
切
り
栄
冠
に
輝
い
た
。

決
勝
戦
の
模
様
は
テ
レ
ビ
山

梨
で
、
９
月
19
日
午
後
３
時
25

分
か
ら
放
映
す
る
。

県
内
の
少
年
野
球
１
０
３
チ

ー
ム
が
参
加
し
た
、
第
25
回
Ｕ

Ｔ
Ｙ
カ
ッ
プ
県
少
年
軟
式
野
球

交
流
大
会
（
山
梨
新
報
社
な
ど

後
援
）
の
決
勝
戦
が
こ
の
ほ
ど

甲
府
・
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野

球
場
で
行
わ
れ
、
富
士
吉
田
市

の
向
原
少
年
野
球（
写
真
）が
山

梨
市
の
ラ
ウ
ン
ダ
ー
ス
を
13
対

11
で
破
り
初
優
勝
し
た
。
試
合

は
１
回
表
、
向
原
が
２
点
を
先

要
は
次
の
通
り
。

◉
放
送
局
の
安
定
感
が
あ
る
。

極
端
な
偏
重
が
な
く
信
頼
感
が

あ
る
。

◉
「
Ｎ
ス
タ
」
の
竹
内
キ
ャ
ス

タ
ー
は
、と
て
も
硬
派
な
印
象
。

ニ
ュ
ー
ス
を
掘
り
下
げ
て
い

て
、
深
く
伝
え
る
姿
勢
が
伝
わ

っ
て
く
る
。

◉
昔
に
比
べ
元
気
が
な
い
印
象

を
受
け
る
が
「
サ
ン
デ
ー
モ
ー

ニ
ン
グ
」
は
健
闘
し
て
い
る
。

◉
日
曜
劇
場
は
良
質
な
ド
ラ
マ

を
放
送
し
て
い
る
。

◉
今
年
４
～
６
月
に
放
送
さ
れ

た
ド
ラ
マ
「
99
・
９
」
は
良
い

作
り
だ
っ
た
。
本
来
は
な
い
手

続
き
と
リ
ア
ル
を
う
ま
く
構
成

し
て
い
た
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

と
の
連
携
も
良
く
で
き
て
い

た
。

◉
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
は
、
お
笑
い

タ
レ
ン
ト
を
ひ
な
壇
に
並
べ
る

こ
と
が
多
い
が
、
他
局
と
の
差

別
化
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

15
日
ま
で
に
次
の
団
体
か
ら

熊
本
地
震
の
被
災
者
を
支
援
す

る
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。

▽
甲
府
商
工
会
議
所
（
甲
府

市
）48
万
６
９
２
９
円
。

テ
レ
ビ
山
梨
の
第
４
５
７
回

番
組
審
議
会
が
７
月
25
日
、
甲

府
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

た
。
会
議
に
は
今
井
久
、
河
西

八
郎
、
荒
井
秀
一
、
井
上
康

明
、
長
田
由
布
紀
、
小
松
万
知

代
、
八
巻
佐
知
子
の
各
委
員
が

出
席
、
同
社
か
ら
金
丸
康
信
社

長
、
川
村
文
彦
常
務
取
締
役
管

理
本
部
長
、
原
田
由
起
彦
常
務

取
締
役
営
業
本
部
長
、
松
田
俊

幸
取
締
役
放
送
本
部
長
、
植
松

裕
二
報
道
制
作
局
長
、
平
岡
豊

編
成
局
長
が
出
席
。「
Ｔ
Ｂ
Ｓ

の
番
組
全
般
」
に
つ
い
て
審
議

を
行
っ
た（
写
真
）。
意
見
の
概

で
み
る
と
常
用（
パ
ー
ト
除
く
）

は
２
０
８
７
人
で
２
９
１
人
の

減
少
。ま
た
離
職
者
の
う
ち
事

業
主
都
合
離
職
者
は
２
５
９
人

で
92
人
減
少
し
、
自
己
都
合
離

職
者
は
７
７
２
人
で
１
３
４
人

の
減
少
と
な
っ
た
。

山
梨
労
働
局
は
こ
の
ほ
ど
２

０
１
６
年
６
月
の
県
内
の
労

働
市
場
の
動
き
を
発
表
し
た
。

有
効
求
人
数
は
１
万
５
２
４

５
人
と
な
り
前
月
に
比
べ
１
６

７
人
減
少
し
、
有
効
求
職
者
数

は
１
万
２
４
６
４
人
で
前
月
と

比
べ
１
３
０
人
の
減
少
と
な
っ

た
。新

規
求
人
数
は
５
８
４
８
人

と
な
り
前
年
同
月
比
で
６
６
６

人
増
加
し
た
。主
な
産
業
別
で

み
る
と
製
造
業
65
人
、
情
報
通

信
業
８
人
、運
輸
業
、郵
便
業
53

人
、卸
売
、小
売
業
82
人
、学
術

研
究
、
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス

業
25
人
、宿
泊
業
、飲
食
サ
ー
ビ

ス
業
１
７
１
人
、教
育
、学
習
支

援
業
32
人
、医
療
、福
祉
３
７
６

人
と
増
加
に
転
じ
た
。一
方
、建

設
業
は
12
人
、
サ
ー
ビ
ス
業
が

71
人
減
少
し
た
。

新
規
求
職
者
は
数
３
２
１
８

人
と
な
り
前
年
同
月
比
で
３
５

９
人
減
少
し
た
。雇
用
形
態
別

野口忠蔵・
十一屋社長

夏日もスタイルを崩さず出勤

愛
妻
弁
当
で
健
康
管
理
し
て
い
る
飯
田
さ
ん

協
力
金
を
納
め
る
登
山
者
㊧

進
歩
す
る
療
法

支
援
ロ
ボ
、免
疫
、遺
伝
子
ま
で

がん治療の最前線

講師 板
い た く ら

倉 淳
じゅん

さん

他
の
病
気
に
も

副
作
用
少
な
く

進
行
度
合
い
で

「
遊
び
心
」い
つ
ま
で
も

飯田龍一さ　
　ん

社会保険診療報酬支払基金
山 梨 支 部 医 療 顧 問
元 山 梨 病 院 院 長

「通勤ウオーキング」

愛妻弁当手に毎日2㌔

テ
レ
ビ
山
梨
厚
生
文
化
事
業
団

Ｕ
Ｔ
Ｙ
番
組
審
議
会

向原少年野球が初優勝
打
撃
戦
制
す

Ｕ
Ｔ
Ｙ
カ
ッ
プ
少
年
野
球
大
会

求
人
求
職
共
に
減
少

山
梨
労
働
局
調
べ

保
全
協
力
金
好
調

使
途
の
周
知
徹
底
図
る

富士山
山梨側


